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crank driving) を作ったともいわれる。しかしこれらは独立の

原動機を備えた寧て‘はない。原動機を用いた自動車は， 1769 年

フラ γスのニコラス・ジョゼ 7 ・クノー (Nicholas J oseph Cug 

not) が作った小型の蒸気 3 輪車がその最初J のものであって，

現代にいう自動車の発明は，クノ ーによってなされたというこ

とができる。この車は 4 人を探せて時速 4 km くらいで走った

が， ポイ ラ が不完全であったため， 約 15 分くらいで蒸気が欠

乏するというものであった。しかしながらこの事は， 当時イ ギ

リスの ワット (James Watt) が発明した蒸気軽量関を採用した，

世界最初の自動車として有名で，現在パ リーの博物館に保存さ

れている。

イギリスにおける初期の自動車は， やはり蒸気自動車であっ

て ， 1782 年マ ー ドック (Murdock) により作られ，ついで 1786

年シミ γ トン (Symington) が蒸気自動車を作ったが，いずれ

も実用的なものではなかった。しかし 19 ilt紀に入って 1802 年

に， リチヤード・トレピシック (Richard Trevithick) は笑H'l

的な自動車を作っている。 183 1 年にサンマ ー (Summers) およ

びオーグノレ (Ogle) が時速 51km という高速自動車を作ってお

り，さらに 1834 年にはウォーター ・ ハンコック 何Talter Hanｭ

cock) が蒸気采合自動車を考案し， 蒸気自動車の一応の完成を

みたわけで‘ある。当時涼気自動車による運送事業が台頭しはじ

めたが，イ ギリスでは鉄道の発達に熱狂している頃であったた

め，自動車の発達を等閑に付し，さらに自動車に関する取締法

規は突に過酷であった。しかし 1839 年にダピッドソ γ に より

最初の電気自動車が発明されたと伝えられ，これはイギリスの

自動車発達史上注目に値する。

一方ドイツ，フランスにおいては， 19 世紀末には陸上交通俊

関としてほぼ形態を整えた蒸気自動車ができていたが，別に重

い蒸気後関にかわる内燃機関の研究が進められており， 1884 年

にドイツのオット ー会社の技師ダイムラー (Gottlieb Daimler) 

がガソリソ機関の特許を得るに至り，革命的な自動車用機関と

して注目された。 ダイムラーはこれを 4 輪車に取付け， 世界

最初のガソ リ γ 自動車の試作に成功し，また 1885 年にはドイツ

のベンツ (Benz) がガソリン後関を備えた 3 輪車を作った。 1890

年にダイムラーの特許権がフラ γスのハ γハーノレ会社に渡り，

またプジョ ー会社等がガソ リン自動車の製作を始めるようにな

り ， さらにドイ Y にはベンツ会社が現われる等，西欧各国で相

ついで ヵ'ソ リン自動車の研究 ・ 製作が行われるようになった。

アメリカでは， 1787 年にェパンス (Evans) が作った蒸気自

動車が最初のものであるが，やはり不完全なものであ った。ガ

ソ リ γ 自動車は 1892 年にチヤ ー ノレス ・ E ・ ダーイ ー (C_ E. 

Duryea) によって作られたものが最初であり ， これについで

1894 年にはヘソリー ・ フォード (Henry Ford) の車が完成して

いる。とくに自然的資源にめぐまれたアメ リ カは以後破竹の勢

で発展し， オーノレズ (Ransom E. Olds) ，フォードが 20 ilt~己の

初頭からガソリ γ自動車の本格的大盆生産にのりだし， 今 日の

自動車王国の基を作った。

20 世紀に入ってからは，自動車の研究 ・ 製作はとみに活発と

なり， 1893 年に理想的内燃憐|刻と して ， ドイツのディーゼノレ

(Rudolf Diese l ) によって発明されたディ ー セ勺レ軽量関も ， 改良

のうえ 1920 年頃から 自動車に装備されるようになり，蒸気自動

車は全くその影をひそめるに至った。

自動車は l 人の発明者によって生れたものて、はなく 1 世紀

余りの長い間にわたって， 各国のいろいろの人々による研究を

経て今日に至ったものである。

3 わが国における自動車の発達および現況 わが国に初め

て自動車が輸入されたのは，明治 32 ・ (1 899) 10 ， アメ リカ製ガソ

リ ン 3 輪自動車プログレス号がその最初の車であるといわれ，

その翌年には 4 輸の電気自動車が輸入されている。

周産自動車は明治 37 年早春，岡山市の山羽虎夫が製作した，

4 輸の蒸気自動車をもってその第 1 号とされている。明治 40

年には新たに設立された東京自動車製作所の技師長内山駒之助

の努力により，ガソリン自動車タク リー号が完成し，明治 44 年

には米国の自動車技術を習得して帰朝した橋本地次郎は快進社

を設立し ， 大正 3 年に至ってついに 15 fPの乗用車の完成をみた。

以後わが国における自動車の発達は，昭和の初期までは外車

輸入， 模作 ・ 試作の時代にすぎなかったが， 11百和初期から太平

洋戦争に至るまでーの保護政策時代を経て急激に発展し，今日に

おいてはわが国機械工業中で優位を占めるに至っている。

自動車運送事業の面をみると ，明治 36 年に最初の乗合自動車

事業が広島県で始められ，タク γ一事業は明治 43 年に東京にお

いて，使用台数 55 両のタクシ ー 自動車株式会社が設立され，メ

ー タ ー制によるタクシ一事業を起 している。

最近におけるわが国の自動車保有台数( 2 輪車を含めない)

を各国のそれと比較すると， 1955 (昭和 30) 1 ・ l 現在，アジアに

おいては第 1 位，全世界においては総計台数 10，400 万両のうち

の第 8 位を占めるが，パスのみについてみれば世界第 4 位であ

る。

わが国自動車数の計五移

下記
(注)

HH2 13 20 31 1 各年とも 12月末現在で
和

ある.
2 昭和 2 年の数字につい

千 千 千 千 ては
普通貨物 16 55 60 170 

(イ) 小型 4 輪貨物欄の数

小型 4 輪貨物 (340) 13 13 125 字には小型 4 給乗用も

小型 3 輸貨物 (561) 50 29 
含まれている。

484 3 昭和20年以前の小型 2

乗合 用 7 24 13 38 輪乗用の中には，軽自動
1jiに該当するもの等も含

普通乗用 29 48 18 86 まれている.

小型 4 輸乗用 11 7 95 
4 昭和31年の数字には国

鉄自動車も含んでいる。

そ の 他 40 5 その他欄の数字は特極

小型 2 輪乗用 13 21 5 
構造事および特殊事であ

53 る a

軽自動車 623 6 小型 3 総乗用は小型 2

給乗用に含めて計上し

fι 

合 計 66 222 144 1,719 
7 千未満は四拾五入した
が( )内は突数である。

世界の自動車保有丙数比較 (1955年現在)

子子4 乗用 | 鋤 l 乗合 1 2 輸 間 16叫口り人口

千問 千両 千両 千両 千両 人 百万人

アメリカ合衆国 51 ,613 10,105 149 450 62,317 2 
イギリス 3,503 1.057 75 850 5.485 9 
フランス 2.980 1.200 31 -1 4.211 10 

カ ナ ダ 2 ，9∞ 918 13 351 3.866 3 

西 ド イツ 1.530 591 261 2,350 4.497 11 
ソヴエト 350 2.500 25 -1 2,875 66 
イタリ 7 880 350 181 2.605 3.853 12 

オ ー ストラリ 7 1.347 63唱 8 133 2.122 4 

日 本 136 711 35 556 1.438 61 
スエーデン 634 113 8 3∞ 1,055 6 

なお，昭和 32 ・ 6 末におけるわが国自動車保有総台数は

1 ，858 ，748 両である。
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